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１１月１８日(火)に愛知県土地改良会館大会議室において技術研修会

Part.２を開催しました。  

冒頭の挨拶で青木会長は、研修会の議題のポイントに触れ、「コンクリー

ト構造物の経年劣化は実際に実例を見て、勉強していく必要がある。今回

の研修会を通して、自分自身に加え会社のレベルアップを目指してしっか

り学んでほしい」と述べました。 

また、来賓として愛知県農林基盤局農地部農地整備課の河村明彦担

当課長が「愛知県として農業農村整備事業の予算確保にしっかり努めて

いく」と挨拶されました。 

当日は、会員会社社員始め、愛知県職員、水土里ネット愛知の職員、

農業土木研究会、豊田・みよし農業土木協議会の会員など合わせて９６

名のご参加をいただき、技術力の向上を図りました。 

講 演 ① 「排水ポンプ設備の最近の話題」 

講 師 (株)荏原製作所 中部支社  

システム技術部 担当部長  堺 政弘 様 

講 演 ② 「コンクリート構造物の経年劣化と対策事例及び農業水利施設の 

補修・補強について」 

講 師 ベルテクス(株)  

メンテナンス事業部 事業部長  山川 博樹 様 

國平 喜幸 様 

令和８年１月１６日（金）に名古屋クラウンホテルにおいて賀詞交歓会を

開催しました。当日は会員１８社の役職員に加え、愛知県知事の大村秀

章様、参議院議員の進藤金日子様、自由民主党愛知県議員団土地改

良議員連盟会長の中野治美様を始め多くのご来賓に出席していただき、

総勢９６名での開催となりました。 

 冒頭、青木会長は挨拶で、全国各地で発生する地震に触れ、防災・減

災への取り組みの重要性を訴えるとともに、建設業界全体の人手不足の

現状にも触れ、人材の確保・育成や今後の事業の執行について会員の

協力を呼び掛けました。 

続いて、ご来賓の方々からもご挨拶をいただきました。大村知事様からは、中部地区最大の農業産出額を誇る愛

知県の農業は、先人から受け継いだ農業水利施設に支えられているとして、「排水機場やため池などの農業水利施

設の地震対策や老朽化対策を計画的に進める上で、調査・測量・設計業務は不可欠だ」とのお話をいただき、農業

農村整備推進のため当研究会の更なる協力を求められました。 

  当会では施工上の設計課題に関する技術力の向上を目的に、愛知県の農林水産事務所及び愛知県農業土木

研究会等と協力して合同現地研修会を毎年開催しています。今年度も１２月から２月にかけて９会場で研修会を開催

し、合わせて７３８人が参加して活発な意見交換が行われました。 

 研修会では、施工業者から現場の状況と事業概要等の説明を受けた後、施工に際しての問題点や課題に関する

質疑応答が行われました。さらに今年度は、メーカーによる新技術・新工法の紹介の他、国土交通省の事業における

施工状況や BIM/CIM の取組事例も研修に取り入れ、幅広い技術の習得に役立つ研修会となりました。 
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【合同現地研修会の開催状況】 

研修日 支部名 工事名・地区名・講演名等 工事場所 参加人数 

7.12.17(水) 新城 設楽ダム建設事業における BIM/CIM 活用の概要について 設楽町 ４４ 

8. 1.20(火) 知多 防災ダム事業 中池下池地区 その 1 工事 

海岸整備事業 藤江・生路 2 期地区 

南知多町 

東浦町 

７７ 

8. 1.28(水) 幡豆 たん水防除事業 生田第 2 地区 機場その 3 工事 西尾市 ８９ 

8. 1.30(金) 一宮 たん水防除事業 宮浦地区 樋管その 1 工事 稲沢市 ９０ 

8. 2. 4(水) 岡崎 経営体育成基盤整備事業 安城荒井地区 用水路その 8 工事 西尾市 

安城市 

８３ 

8. 2. 5(木) 東三 経営体育成基盤整備事業 三郷地区 区画整理その 10 工事 豊橋市 １０４ 

8. 2. 6(金) 海部 たん水防除事業 領内川右岸北部地区 八開排水機場その 4

工事 

愛西市 ８５ 

8. 2.10(火) 名古屋 防災ダム事業 春日井奥池地区 その 2 工事 春日井市 ７６ 

8. 2.20(金) 豊田 緊急農地防災事業 切山池 1 号地区 その 3 工事 豊田市 ９０ 

 

 


